
1 学校経営重点目標
(1)　道徳心や社会性を養い，心身ともにたくましい生徒を育成する。

2 重点課題

3 課題と改善策 前年度比較（↓・↑・→）

職員評価

4 学校への前向きな提言等
・平成10年代の学校と比べ，今の先生方は大変な努力をされているのがよく表れています。
・コロナ禍で大変だったと思いますが，中学3年生たちの姿が先生たちの評価としてよい結果を示してくれるでしょう。
・コロナの中で，よく注意されている。油断できませんが，先生方もご自身のことを気をつけて頑張ってほしい。
・引継ぎの良い学校運営をお願いします。・本年はPTAの活動がコロナ禍のため，あまり出来ていませんでした。
・学校長，教頭先生を中心に，学校全体が大きくまとまっていて嬉しく思います。
・英語の授業，マスク越しだと，口の形や様子がとらえられないのはどうだろうか？
(6月に指摘があり，その後，英語教師とALTについて，必要に応じてマウス・フェイスシールド等で対処している。）
・学校行事の有無・予定を早めに知らせてほしい。・通学時の荷物(カバン・学用品)を今一度見直してほしい。
・学校全体が学習に対する意識が高く，環境も整えられていて素晴らしいです。先生方・生徒達・保護者それぞれの日々の積み重ね
があればこそ，特に合唱への取組には感動しました。荒れていた頃に在校していた卒業生なので，母校の見違えるような姿に
ただただ涙しました。3年間有難うございました。
・私達家族は火災にあいましたが，皆様の協力により，何とか残り少ない中学校生活を終えることができました。ここ最近の写真・制服・
教科書・洋服など失いましたが，思い出は心に残っています。皆様のあたたかい心がとても身にしみます。ピンチはチャンスに変え
られるとはこのことだと思います。本当にありがとうございました。
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ﾘｻｲｸﾙ活動・地域行事
ﾘｻｲｸﾙ活動や地域行事への参加奨
励や参加生徒への賞賛ができたか。 1.97↓

・職員の評価が低いのは，業務改善とのジレンマ
にある内容だからである。評価の視点を変更する
工夫や保護者や地域との連携をより深める必要
がある。
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情報機器取扱
情報機器の管理や情報モラルについ
て指導啓発を継続できたか。 2.78↑

・情報教育に関する様々なアンケートを実施した
成果が出ているが，HP活用や地域広報誌との連
携でまだできることがある。

あいさつ運動や学級活動を通して自
尊心や規範意識を育てられたか。 3.07↓

・コロナ禍の影響大である。挨拶，声を出す場面
の指導を再構築していく必要がある。
・研修を積んで，新しい規範についての指導を採
用していかなければならない。
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相互尊重・言葉遣い
互いを尊重した友達同士の呼び方や
適切な言葉遣いを指導したか。 3.02↓

・日々の観察から子どもたちの実態に応じた指導
を行っていく必要がある。
・研修を積んで，世の中の情勢を踏まえた指導を
採用していかなければならない。
大変な様子である。

給食指導や生活記録の助言等を通し
て規則正しい生活を送る指導をした
か。

2.87→

・コロナ禍の影響大である。（黙食等の推進）
・評価内容の文言に給食指導を含むことから，評
価点が上がらなかったと考えられる。

清掃指導や係活動等を通して，学級
や学校への帰属意識を持たせられた
か。

2.74→

・他の場面や指導を通じて，より愛校心や帰属意
識を高められると考える。
・清掃指導の充実も兼ねて，清掃開始時に黙想タ
イムを設ける取組も進行中である。
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体験学習指導の充実
宿泊学習，平和学習，職場体験学習
等の体験学習は充実していたか。 2.75↓

・コロナ禍の影響大である。
・感染症対策下でできることの中からよりよいもの
を選択して，子どもたちを刺激できる学習を準備し
ていきたい。

少人数指導や習熟度別指導等を通し
て，個に応じた指導をすすめたか。 2.73↓

・コロナ禍の影響大である。
・感染症対策を万全にした上で，できるだけ子ども
たち一人一人に時間をかけて行っていきたい。

(5)　個の伸長と確実な進路事務（リーダー育成，学習指導・生活指導の強化，提出書類確認徹底）
(6)　信頼される開かれた学校（事故・信用失墜行為といった不祥事の根絶）
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(2)　確か学力を持ち，個性あふれる生徒を育成する。
(3)　信頼される社会に開かれた学校教育を推進する。

個に応じた指導

(1)　道徳心の涵養（授業の質的転換，環境整備，ペップトーク等教師の声かけの工夫）
(2)　社会性の育成（生徒主体を意識した開発的生徒指導，信頼関係の構築，いじめ・不登校・問題行動等への継続的な指導）
(3)　保健・安全指導の徹底（健康観察・安全点検の徹底，疫病等<特にコロナ>への対応，校内事故防止の徹底）
(4)　確かな学力の定着（受験指導，調査結果を踏まえた研修と連携した指導法改善，完全履修と定着への取組）

評価の観点

４ よい
３ ややよい
２ やや不十分
１ 不十分


